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ユニット 3 

子どもと未来：未来への架け橋 
 

このユニットで考えること (Essential Questions) 

 

1. 東北の震災が子ども達にもたらした影響とは何か。  
     How did the Tohoku disaster affect the children in the Tohoku area? 

2. 困難な状況にある子ども達が未来へ向かって歩んでいくために必要なことは何か。 
     What is necessary for children who are currently facing difficulties to take steps into the future?   

 

 

はじめに  

 

このユニットでは震災で家族を亡
な

くした子どもについて考えます。 

 

1.  話し合ってみよう  
1.1.  東日本大震災がおきて、子ども達にどんな影響がありましたか (affected) 。 

 

 

 

1.2.  震災で家族を亡くした子ども達はどうすると思いますか。その時はどんな気持ち

がしたと思いますか。今はどうしていると思いますか。 

 

 

 

1.3.  震災で家族がどこにいったかわからない子ども達はどんな気持ちだったと思いま

すか。 

 

 

 

1.4.  1.2.や 1.3.で出てきたような気持ちを持った子ども達は、どんな人にその気持ちを

伝えることができると思いますか。 

 

 

 

2. 子ども達は震災で親や家族を亡くしました。その子ども達がショックから少し立ち直

り、やっとコミュニケーションがとれるようになった時に、心のケアプログラムの中

で作文を書きました。 

2.1. まず、次の 3つの作文をざっと読んでみましょう。  
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作文 1「僕は話せない」 S.S（岩手県・小 6男子） 

僕は、3・11の東日本大震災で 

大切なお父さんを亡くしました。 

今回のつどいで僕は、 

ほとんどのことをみんなの前で話せませんでした。 

僕は話せなくてただ話を聞いていました。 

話せなかったのには理由が 2つあります。 

1つは、 

自分にとってすごく悲しいことだったからです。 

もう 1つは、 

なぜかその時だけ涙が出てきたからです。 

心のケアプログラムの時にずっと涙が出ていました。 

 

作文 2「お空からちゃんと見ててね」Y.S（宮城県・小 2女子） 

わたしは、あしながレインボーハウスの全国小中学生遺児のつどいに出ました。 

心のケアプログラムでまいちゃんというファシリテーターの人と、家ぞくの人のことを

そうだんしました。 

わたしは、きょ年の 3月 11日の、大しんさいで、ひいおばあさんをなくし、お母さん、

お母さんのいもうと、おじいさん、おばあさんがあんぴふめいです。 

みんながいなくなってから、なんでお母さんたち、さんかんびやいろいろなぎょうじに

こないのと言われることが多いです。 

それで、そのことを友だちに言ったほうがいいのか、言わないほうがいいのかをまよっ

てしまいます。でも、お母さんたちは見ています。なのでわたしも、くじけないでがん

ばろうと思います。お母さん。お母さんのいもうとさん、おじいちゃん、おばあちゃ

ん。ひいおばあさん。 

お空から、ちゃんと見ててね。ぜったいだよ。やくそく。バイバイ。 

 

作文 3「今どこにいるの」   R.S（宮城県・中 2女子） 

私の母と祖父母、おばさん、曾祖母は 3月 11日の東日本大震災で亡くなりました。 

 

3月 11 日の朝、私は普通に学校に行きました。 

母と最後に交わした言葉は「いってきます」「いってらっしゃい」でした。 

震災が起きた時学校にいた自分は、友達と一緒にいました。 

友達は親が迎えにきて、私だけが誰も迎えにきてくれませんでした。 

その時は、まだ小さい妹の所に行ったのだと思おうとしていました。 

 

私と妹が会ったのは 3月 13日でした。 

2人は、うれしくてうれしくて涙が止まりませんでした。 

そこで妹が「ママは!?」と聞いてきて一瞬自分の中で時間が止まりました。 

 

妹は「一緒じゃないんだ…」と小さい声でつぶやきました。 
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そこでなぜか分からないけど妹に「ごめんね」と謝っている自分がいました。 

 

それから毎日毎日母を始め 5人を探す日々が始まりました。 

6月に曾祖母が遺体で見つかりました。 

その近くに母のかばんも落ちていました。 

曾祖母以外の残り 4人は未だ不明です。 

亡くなったという現実を知っていながらも、 

まだどこかで生きているのではないかという思いがまだあります。 

たまに遺影に 

「今、どこにいるの？」 

と話しかけます。 

また皆と 3月 11日より前に戻って話したいというのが、今 1番の願いです。 

出典: 東日本大震災遺児作文集①「お父さんの顔」 
http://www.ashinaga.org/archives/001/201205/4fb1b638abcf2.pdf 

 

3.  3つの作文をもう一度読んで、次の表を完成させましょう。 

 なくなった家族／ど

こにいるか分からな

い家族 

残っている家族（は

っきり書いていない

が、考えられるこ

と：今一緒に住んで

いる人達） 

気持ち、誰かに相談
そうだん

したいこと 

作文 1 

「僕は話せない」 

（小６男） 

父 （たぶんお母さん、

兄弟) 

すごく悲しいことだ

った、涙が出てき

た。 

作文 2 

「お空からちゃんと

見ててね」 

（小 2女） 

 

 

 

 

 

 

(たぶんお父さん)  

作文 3 

「今どこにいるの」

（中 2女） 

お母さん、おじいさ

ん、おばあさん、お

ばさん、ひいおばあ

さん（お母さんのお

ばあさん） 

 

  

 

4.  上の情報をもとに、クラスメートと話し合いましょう。 

4.1.  震災で親を亡くした子ども達は「悲しい」以外にどのような気持ちがありました

か。この作文を書いた子ども達の年齢は様々ですが、子ども達の気持ちやものの見

方に同じところや違いがあるでしょうか。グループで話し合ってください。 

http://www.ashinaga.org/archives/001/201205/4fb1b638abcf2.pdf
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4.2.  この作文を書いた子ども達がこれから生きていくのに、どんなことが大変になる

と思いますか。 

 

 

4.3.  この子ども達が未来に向かって生きていくためには、どんなサポートが必要だと

思いますか。 

 

 

5.できる人はここもしてください。難しい場合や時間がない場合はしなくてもいいです。 

5.1. 作文 1を読んで次の質問に答えてください。 

5.1.1. 「なぜかその時だけ涙が出てきたからです。心のケアプログラムの時にずっと涙が

出ていました」とありますが、この子はどんな気持ちだったと思いますか。 
 

 

 

5.1.2. この作文のタイトルは「僕は話せない」ですが、何を誰に話せないということが分

かりましたか。 

 
 

 

5.2. 作文 2を読んで次の質問に答えてください。 

5.2.1. 「わたしは、きょ年の 3月 11日の、大しんさいで、ひいおばあさんをなくし、お母さん、お

母さんのいもうと、おじいさん、おばあさんがあんぴふめいです。みんながいなくなってか

ら・・・」とありますが、「あんぴふめい」（安否不明）とはどういう意味でしょうか。

次から選んでください。 
 

a. 病気で病院に入っていること 

b. 安全な場所に住んでいること 

c.  生きているかどうかわからないこと  

 

5.2.2. 「それで、そのことを友だちに言ったほうがいいのか、言わないほうがいいのかを

まよってしまいます」とあります。次の質問に答えてください。 
 

  1) 「そのこと」とは何ですか。次から選んでください。 

a. 震災があったこと 

b. じゅぎょうさんかん(授業参観：親が学校のクラスを見に来るイベント)に親

が来ないこと  

c. 家族があんぴふめい(安否不明)であること 

 

2) 「そのこと」を友達に言ったほうがいいと思いますか、言わないほうがいいと思

いますか。それはなぜですか。 
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5.2.3. 「お空からちゃんと見ててね」という言葉から、この女の子のどんな気持ちがわか

りますか。 

 

 

 

 

5.3.  作文 3について、次の質問に答えてください。 

5.3.1.「まだ小さい妹の所に行ったのだと思おうとしていました」とありますが、どうし

て「思いました」ではなく「思おうとしていた」のでしょうか。ここからこの作

文を書いた子どものどのような気持ちがわかりますか。 

 

 

 

5.3.2.「そこで妹が『ママは!?』と聞いてきて一瞬自分の中で時間が止まりました」とあ

ります。自分の中で時間が止まるというのはどういうことでしょうか。次から選

びなさい。 

a. お母さんが一緒ではなかったので時間が止まったかのようにおどろいたというこ

と。    

b. 妹と会えた時に自分のつけている時計が止まってしまったのに気付いたというこ

と。 

c. 会えないと思っていた妹に会えたので、うれしくて時間が止まってほしいと思っ

たということ。 

 

5.3.3. この作文のタイトルは「今どこにいるの」ですが、これは誰に話しかけていると思

いますか。誰を探しているのでしょうか。 
 

 

パート 1 大震災 2年目の「今」を見つめて：第 10回 震災孤児・遺児 1698人、養護

施設入所はわずか 2人親を亡くした子ども達はどう過ごしているのか 

 

I.  読む前に 

 

1.  親を亡くしてしまった子ども達はどこで、誰と、どのような生活をしていると思いま

すか。震災の前と後では子ども達の生活にはどのような変化があったでしょうか。グ

ループで話し合いましょう。 

 

2.   本文中に「遺」という漢字がいくつか出てきますが、この漢字について次の質問に答

えましょう。 

2.1.  次の言葉を見て「遺」という漢字の意味を考えてください。 
    

  遺書＝Will      遺族＝Bereaved family  遺品＝an article left by the deceased  
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2.2. この言葉に共通する「遺」はどういう意味だと思いますか。次から選んでください。 
 

   a. Leave behind     b. Leave early     c. Leave late     

 

3. 次の表を見て質問に答えてください。 
 

新生児 生まれてから 1～2か月の（   ） 

乳児 生まれてから 3〜11か月の（    ） 

幼児 1～3さいぐらいの（    ） 

 

3.1. 「児」の意味を考えて、（  ）に適切
てきせつ

な言葉を入れてください。 

  

 

3.2.  では、震災遺児とはどういう意味でしょうか。簡単な日本語で説明してください。 

 

 

 

3.3.  読み物に「震災孤児」という言葉が出てきます。「孤」というのは「一人の」と

いう意味の漢字です。では、「震災孤児」というのはどういう意味でしょうか。

簡単な日本語で説明してください。 

 

 

 

4. 次の絵を見て絆
きずな

とは何か話し合ってください。 
 

親と子との絆 

 

友達との絆 

 

 

人と人との絆 

 

 

飼い主とペットの絆 
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5.  親族里親
しんぞくさとおや

について 

5.1.  親族 ＝「親せき(祖父母、おじ、おば、いとこなど)」、里親 ＝「自分の子

どもではない子を育てる人」のことです。では、親族里親とは何だと思いま

すか。 

 

 

5.2.   日本は親族里親に育てられる場合が多いですが、みなさんの国はどうですか。 

 

 

5.3.  施設で育てられる場合と、里親に育てられるのでは何が違って何が同じです

か。また、親族が里親になることと、家族や親せき以外の人が里親になるこ

との似ているところと違うところを話し合ってください。 

 

 

6.  次の漢字の読み方と意味を線でつないでください。 

 

a.  精神的 ・ 

b.  限界  ・ 

c.  振る舞う・ 

d.  外見  ・ 

e.  状況  ・ 

f.  里親  ・ 

g. 親族  ・ 

・さとおや  ・ 

・しんぞく  ・ 

・せいしんてき・ 

・げんかい  ・ 

・ふるまう  ・ 

・じょうきょう・ 

・がいけん  ・ 

・自分の子どもではない子を育て

る人 

・親せき 

・シチュエーション 

・外から見たようす 

・行動する 

・これ以上できないぎりぎりの範

囲、リミット 

・「肉体的」の反対のこと 

 

7.   次の□の中の a. ~ c.は、これから読む震災孤児について書かれた記事の見出しの

一部です。 

出典：Diamond Online「大震災 2年目の『今』を見つめて」－第 10回「震災孤児・

遺児 1698人、養護施設入所はわずか 2人 親を亡くした子ども達はどう過ごして

いるのか」http://diamond.jp/articles/-/33932 

a．東北地方の人々の“絆”の深さ 

b．震災後 2年経過で精神的にも限界も見え始めた親族里親たち 

c．外見からはうかがい知れない子ども達のストレス 

http://diamond.jp/articles/-/33932
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7.1. ざっと読んで、子どもに関係がありそうなもの、なさそうなもの、どちらでもな

いものに分けてください。 

   

子どもに関係がありそう

なもの 

子どもに関係がなさそう

なもの 

どちらでもないもの 

 

 

  

   

7.2.     もう一度上の見出しを読んで次の質問に答えてください。 

7.2.1.  aの見出しを見てください。「東北地方の人々の絆の深さ」とあります。

「絆が深い」ということはどういうことでしょうか。 

  

 

 

7.2.2.  Bの見出しを見てください。「精神的にも限界も見え始めた」とありますが、

限界が見え始めたのは誰ですか。 

 

 

 

7.2.3. 里親になると、精神的限界の他に、どのような限界を感じると思いますか。

次から適切なもの全部に○を付けてください 

  a．肉体的      b．経済的       c．技術
ぎじゅつ

的    

 

7.2.4.  Cの見出しを見てください。「うかがう」は「見る」もしくは「わかる」とい

う意味があります。では、「外見からはうかがい知れない」とはどういう意

味でしょうか。次から一つ選んでください。 
 

    子ども達のストレスは： 

 a．外から見ただけではわからない。 

  b．外から見てはっきりとわかる。 

    c．外から見ないとわからない。 

 

8. 次の図を見て質問に答えてください。 

8.1.  各番号に「私」から見て当てはまる家族の言葉を下の□の中から選んで入れ

ましょう。△が男性、〇が女性です。  
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a __父_________ b___________ c___おじ_____   d___________   

 

e___________              f____祖父___ g＿曾祖父
そ う そ ふ

＿＿ h＿＿＿＿＿ 

 

i___________   j___おい_____   k___________ l___________  

 

父、   母、   おじ、   おば、   おい、   めい、  いとこ、      

  祖父
そ ふ

、   祖母
そ ぼ

、  曾
そう

祖父、   曾祖母、  父母、   祖父母、 

 

8.2.  上の図で lは「おじ」と「おば」の実子
じ っ し

です。「実子」とはどういう意味でし

ょうか。漢字をヒントに考えて、簡単な日本語で説明してください。 
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8.3.  「私」からみてオレンジは「一親等」黄色は「二親等」水色は「三親等」と言

われ、どれだけ「私」に近い関係か表したものです。この表を見て、一親等、

二親等、三親等の人達の家族の言葉（Family term）を書いてください。 

一親等： 

  

二親等： 

 

三親等：（おじやおばが結婚した相手はここには入りません。） 
 

  

9.   これから読む記事の中に「優先」と言う言葉が出てきます。次の表示にも「優先」

という言葉が使われています。「優先」とは何でしょうか。意味を考えましょう。         

 
 

10.  次の漢字の読み方と意味を線でつないでください。 
 

a.  養護    ・ 

b.  遺児    ・ 

c.  保護    ・ 

d.  私ら    ・ 

e.  状態    ・ 

f.  同居     ・ 

g.  心身     ・ 

h.  擬似的 ・ 

 

・いじ      ・ 

・ほご      ・ 

・ようご    ・ 

・どうきょ  ・ 

・しんしん  ・ 

・じょうたい・ 

・わたしら  ・ 

・ぎじてき  ・ 

・親が死んでしまった子ども 

・護
まも

る/守ること 

・同じ家に住むこと 

・心と体 

・私達 

・ある時点でのようす 

・本物によく似ているような 

・世話をする/養
やしな

うこと 

 

11.  次のペアを見て、保護する方に○を、保護される方に□をつけてください。 
 

   a. 親/子ども    b. 社会/老人   c. 国/国民    d. 里親/里子 
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12.  「奪
うば

われる」とは「今まで自分の持っていたものが取られる/なくなる」という意味で

す。震災が起こると何が奪われますか。話し合いましょう。 

 

 

 

13.   読み物のサブタイトルに「養護施設」という言葉が出てきます。 

13.1.  色々な例を見て「施設」の意味を考えてください。  

  教育施設：学校、図書館、博物館
はくぶつかん

 

  宿泊
しゅくはく

施設：ホテル、旅館、ユースホステル 

  レクリエーション施設：テニス場、プール、キャンプ場 

 

13.2.  養護施設とはどのようなところだと思いますか。 

 

 

 

II.  読んでみよう 

 

 DIAMOND ONLINEによると、全国では震災孤児と遺児は 1698人いますが、養護施

設 (ようごしせつ：親のいない子どもなどが生活する場所) に入っている子どもは 2人

しかいないようです。のこりの子ども達はどこで、どんな生活をしているか読んでみま

しょう。 

 

1. 一度ざっと読んでください。 
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段落 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

DIAMOND ONLINE「大震災 2年目の『今』を見つめて」－

第 10回「震災孤児・遺児 1698人、養護施設入所はわずか 2

人親を亡くした子ども達はどう過ごしているのか」 

 1698人の震災孤児と遺児の行方について、宮城県里親連合会の会長ト
ぼ

蔵
く ら

康行さん

は「家庭環境を奪われた子どもは家庭環境のもとで育てられるべきとの観点で家庭養護

を優先した結果、ほとんどが親族里親の元で育てられています」と話す。親族里親と

は、要保護児童にとっての三親等以内の里親である養護者のことを指し、祖父母やお

じ・おばが該当する。（略） 

 

「もともと、震災孤児・遺児を受け入れた祖父母やおじ・おばは、“里親”になって孫やめ

い・おいを育てようとは思っていなかったはずで、この状況から『私らしかいない』という

気持ちで受け入れていたと思います。この状態が何年も続くことまでは、震災時点では

もちろん考えていなかったでしょう。さらに不幸だったことは、受け入れた祖父母もおじ・

おばも被災者であったことです。狭い仮設住宅での生活、職を失い経済的な不安を抱

えた状況、そこに親戚の子ども達との同居。このような状況の中で、孫やおい・めいの子

育てが行われているのであれば、祖父母やおじ・おばの心身はもう限界に来ています」 

（大竹さとる教授 談）  

（略） 

「また、30歳になったばかりの若いおじ・おばのケースでは、実子もまだ幼児

や小学校低学年、そこに実子と同じくらいの小さなめい・おい（実子にとって

はいとこ）が加わった同居生活となります。そのため、おじ・おばを親代わり

とした擬似的な親子関係がはじまりますが、時には言葉では伝えきれない不安

や悲しみ、愛情の確認作業としての退行現象（赤ちゃん返り）で、おじ・おば

を独り占めにしようとする行為が見られました。」 （大竹さとる教授 談） 

出典：DIAMOND ONLINE「大震災 2年目の『今』を見つめて」－第 10 回「震

災孤児・遺児 1698人、養護施設入所はわずか 2人親を亡くした子ども達はど

う過ごしているのか」の記事の一部 http://diamond.jp/articles/-/33932 

 
 

 

 

 

http://diamond.jp/articles/-/33932
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1.1.  それぞれの段落に当てはまる見出しとトピックを次から選び、以下の表を完成させ

ましょう。 

 

見出し 

a．からはうかがい知れない子ども達のストレス 

b．震災後 2年経過で精神的にも限界も見え始めた親族里親たち 

c．東北地方の人々の“絆”の深さ外見 

 

トピック 

a．震災で親を亡くした子ども達の行方 

b．親族里親が若いおじ・おばの場合の問題  

c．思いがけなく親族里親になった親戚の苦労  

 

 段落 1 段落 2 段落 3 

見出し    

トピック    

 

2.  今度はもう一度くわしく読んでいきます。 

2.1.  段落 1を読んで、次の質問に答えてください。 

2.1.1. 「家庭環境を奪われた子どもは家庭環境のもとで育てられるべき」というのはどうい

う意味でしょうか。次から選んでください。 
 

a．家庭環境をなくした子どもは家庭の中で育てるほうがいい。 

b．家庭環境をなくした子どもは一人で何とかしないといけない。 

c．家庭環境をなくした子どもは他人の家庭の中で育てないほうがいい。 
 

2.1.2. 三親等以内の親族里親とは次のうちどれですか。記号に〇をしてください。 

 a. 祖父母  b. おじ  c. おば  d. a ~ cのすべて 

 

2.1.3. 要保護児童の「要」は「必要」という意味です。それでは要保護児童とはどういう意

味ですか。簡単な日本語で説明してください。  

 

 

2.1.4. 要保護児童とは誰のことですか。 
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2.1. 5. 「親族里親」とは何ですか。次の＿＿＿に入る言葉を書き入れてください。 

      親族里親とは、＿＿＿＿やおじ、おばなど、孤児の近い＿＿＿＿＿が 

   孤児を＿＿＿＿＿ことです。 

2.1.6.  震災孤児・遺児はどこで育てられていますか、それはどうしてでしょうか。段落 1

を読んでわかったことを自分の言葉でまとめてください。 

 

2.2.  段落 2を読んで次の質問に答えてください。 

2.2.1.「私らしかいない」というのはどのような気持ちだと思いますか。次から選んでくだ

さい。 

a．私たちは親のない子どもの世話をしてあげたいけど、受け入れる子どもがいない。 

b．私たちがしないと誰も世話をする人がいないから、しかたがなく子どもを受け入れる。 

c．子どもの世話が上手にできるのは私たちだけなので、誰でも喜んで受け入れよう。 

 

2.2.2. 下線部の「この状況」、「この状態」「このような状況」とは何でしょう。次から選

んでください。 
 

a. 自分の親戚の子どもを受け入れて育てる。 

b.  震災で自分の孫やめい、おいが孤児になってしまった。 

c.  自分たちも被災者で生活するのが大変だ。 

 

   この状況＿＿＿  この状態＿＿＿＿ このような状況＿＿＿＿ 

 

2.2.3. 「職を失う」とはどういうことでしょう。やさしい日本語で説明してください。 

 

 

 

2.2.4. 「職を失い経済的な不安を抱える」とありますが、「経済的な不安」とはどんな不

安でしょうか。また、どうして、「職を失う」と「経済的な不安」を抱えるのでし

ょうか。 

 

 

 

2.2.5. 「おじ・おばも被災者であったことです」とありますが、「被災者」であれば、ど

のような問題があると文中に書かれていますか。次から 2つ選んでください。 
 

a. 知り合いや親戚が死んでしまった。 

b. 自分の家がなくなってしまったので、小さい仮設住宅に住まないといけない。 

c. 仕事がなくなって、お金があまりない。 

d. 必要な食べ物が手に入らない。 
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2.2.6. 親族里親は震災孤児・遺児を受け入れてどのような気持ちだと思いますか。どうし

てそんな気持ちになるのでしょう。みなさんの家族だったら、親族里親になると思

いますか。それはどうしてでしょうか。グループで話し合ってください。 
 

 

 

2.3. 段落 3を読んで、次の質問に答えてください。 

2.3.1. 「おじ・おばを親代わりとした擬似的な親子関係がはじまります」とありますが、 

 擬似的親子関係とは何ですか。次から選んでください。また、誰と誰の関係が擬似

的な親子関係ですか。 

 

 1) 擬似的な親子関係 

 a. 親子には見えないような関係  

 b. あまり関係がなさそうな親子 

 c.  本物の親子のような関係 

 

 2) 誰と誰の関係 

     

 

                      

2.3.2. 「めい」や「おい」は「おじ」「おば」のことをどのように思い始めると思います

か。次から選んでください。 
 

a．本当のお父さんやお母さんのように自分が甘えたり、頼ったりできる。 

b．自分のお父さんやお母さんとは違って意地悪なので、本当の気持ちは言えない。 

c．自分の親とは違って、あまり自分のことを分かってくれないので、話しにくい。 

d．自分のお父さんやお母さんになろうとしているので、だまされないように気をつけ

ないといけない。 
 

2.3.3. 「赤ちゃん返り」には色々な行為がありますが、どうしてそのようなことをするの

かクラスメートと話し合いましょう。また、文中で使われている「赤ちゃん返り」

の例は何ですか。以下に書いてください。、 
 

  

 1) どうしてそのようなことをするのか、クラスメートと話し合ったこと： 

 

 

 2)  文中に書かれている赤ちゃん返りの例： 
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3.  言語学習 

3.1.  「児」を使った言葉にはどんなものがあるでしょうか。○の中に漢字を書いて、そ

の読み方と意味を書きましょう。分からない人は「読む前に」の 3を参考にしてく

ださい。 

 

 
 

言葉 読み方 意味 

1.  幼児 ようじ 3～5歳の子ども 

2.   

3.  乳児 にゅうじ 0～2歳の子ども 

4.        

5.  児____   

 

3.2.  下の言葉を「大人」と「子ども」の二つのカテゴリーに分けてください。 

  

 親族里親、要保護児童、養護者、祖父母、叔父、叔母、震災遺児、震災孤児 

大人 子ども 
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3.3.  次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使った文を探して

書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。 

読みがな 文（読み物からの例） 

 

 孤児 

 

 

 遺児 

 

 

 里親 

 

 

 養護（する） 

 

  

 保護（する） 

 

 

 親族 

 

  

 絆 

 

 

 状況 

 

 

 精神的 

 

 

 同居 

 

 

 奪われた（奪う） 

 

 

 心身 

 

 

 限界 
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III. 読んだ後で  

 

1.   親族が里親になることの長所はあると思いますか。それはどのようなことでしょうか。

グループで話し合ってください。 

 

2.  読み物で出てきた以外に、 親族が里親になることで出てくる問題点は何だと思います

か。グループで話し合ってください。 

 

3.  1と 2で話し合いましたが、親族が里親になることの長所と短所を次の表にリストに

してみましょう。 

 長所  短所 

 

 

 

 

4.   次の質問に答えてください。そして、親族が里親になることについてどう思うかをグ

ループで話し合い、グループの意見をまとめて、クラスで発表しましょう。 

 

 

パート2  父を奪った海で人の命を助ける 

 

I. 読む前に  
 

1.  みなさんの夢についてクラスメートと話しましょう。 

1.1.  みなさんは子どもの時、どんな夢がありましたか。その夢は今と同じですか。違い

ますか。また、なぜ今の夢を持ち始めましたか。 

 

   

 

1.2.  その夢のためには何をしなければなりませんか。何が必要でしょうか。または、今

何をしていますか。 
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1.3.  では、この東日本大震災は子ども達の夢にどのような影響を与えたと思いますか。

この震災によって、子ども達の夢はどのように変わったと思いますか。 

 

 

 

 

2.  震災で困っている子ども達を支援する（助ける）団体
だんたい

は日本にたくさんあります。今

回は、そのような団体をいくつか見てみましょう。 

2.1.    名前やシンボルをヒントに、どのような支援をしているか考えましょう。それから、

それぞれのウェブページにいって、この表に書かれている支援があるものにチェッ

クして、それがどのようなものかをユニセフの例のように簡単に書きこみましょう。

「あしなが育英会」と「日本ユネスコ協会」は英語のページがあるので、それを読

んでもいいです。わからない言葉は辞書を使ってもいいです。 

 

団体
だんたい

の名前 あしなが育英会
いくえいかい

 公益社団法人日本ユネスコ

協会連盟 

日本ユニセフ協会 

何の 

シンボルか 

 

 

 

  

どんな支援

か 

(  ）心の支援 

 

 

 

 

 

(  ）お金の支援 

 

 

 

 

 

(  ）物の支援 

 

 

 

(  ）心の支援 

 

 

 

 

 

(  ）お金の支援 

 

 

 

 

 

(  ）物の支援 

 

 

 

（✓）心の支援 

・こどものこころのケ 

アセンターを作って心 

理士を派遣する 

・こころのケアの資料 

を作る。 

 

（✓）お金の支援 

お金は物の支援や教 

育、子どもの保護など 

に使われている。 

 

（✓）物の支援 

学用品、文房具、食 

料、水など 

出典：「あしなが育英会」http://www.ashinaga.org/higashi_nihon/entry-507.html 

 

http://www.ashinaga.org/higashi_nihon/entry-507.html
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「公益社団法人日本ユネスコ協会連盟」http://www.unesco.or.jp/kodomo/shien/ 

「日本ユニセフ協会 東日本大震災復興支援」http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/2011.htm 

 

2.2.  上の表にまとめた支援はどのように被災地の子ども達に使われているでしょうか。

また、これらの支援は被災した子ども達の生活にどのような効果をもたらしている

と思いますか。グループで話し合ってください。 

 

 

 

 

 

3.   ここでは、子ども達への支援についての記事を読みます。その記事には、子ども達が

どんな支援をしてもらい、その支援についてどう感じているのかが書かれています。

その記事を読む前に、読み物の中にある言葉を見てみましょう。 

3.1.  読み物の中に「海上保安庁」という言葉が出てきます。「海上保安庁」とはどこで

何をする仕事でしょうか。知っている漢字から考えてください。（「庁」＝Agency） 

 

 

 

 

3.2.  アメリカにも「海上保安庁」と同じような仕事をするところがありますか。 

 （ヒント：http://www.kaiho.mlit.go.jp/kids/index.htmまたは

http://www.kaiho.mlit.go.jp/e/index_e.htmを見てください。） 
 

 

 

 

 

3.3.  次の漢字の読み方と意味を線でつないでください。 
 

a. 目標 ・ 

b. 棺  ・ 

c. 人命 ・ 

d. 誓う ・ 

e. 対象 ・ 

f. 灯す  ・ 

g. 位牌 ・ 

h. 潜水士・  

・じんめい ・ 

・たいしょう・ 

・もくひょう・ 

・ちかう  ・ 

・ともす  ・ 

・ひつぎ  ・ 

・いはい  ・ 

・せんすいし ・ 

・人の命 

・～のための 

・ゴール 

・約束する、または強く心の中で決める 

・遺体をいれる箱 

・死んだ人の名前が書いてあるもの。 

・火、または明かりをつける 

  ・水の中に潜
もぐ

って仕事する人 

http://www.unesco.or.jp/kodomo/shien/
http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/2011.htm
http://www.kaiho.mlit.go.jp/kids/index.htm
http://www.kaiho.mlit.go.jp/e/index_e.htm
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3.4.（   ）の中のヒントを見て、意味を考えて書いてください。できれば読み方

も考えましょう。どうしても意味がわからない言葉や、意味が正しいかどう

かわからない時は、辞書で調べてもかまいません。 

 

 a. 引退（引：引く、もどす 退：後ろへ下がる、出ていく）＝ 

 b. 猛勉強（猛：とても、すごく）＝ 

 c. 難関（難：むずかしい、関：入口）＝ 

 d． 通知（通：伝える、知らせる、 知：おしらせ）＝ 

 e. 受給（受：受け取る、給：もらう）＝ 

 f. 喪失（喪：なくなる、 失：なくす）＝ 

 g. 希望（希：ねがう 望：のぞむ）＝ 

   

3.5. 適切な言葉を 3.4.のリストから選んで次の________に入れてください。 
 

a.   何があっても__________を持って生きていかなければならない。 

b.   大学から合格したという__________を受けて、うれしくなった。 

c.   毎日 8 時間も勉強したので、__________だといわれている大学に入学できた。 

d.   奨学金を__________するためにはエッセイを出さなければいけない。 

e.   入りたい大学に合格するために毎日__________する。 

f．クラブ活動を__________してから朝から晩まで勉強した。 

g.   今までできていたことができなくなっていて、自信をすっかり__________し

てしまった。 
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II.「読んでみよう」 

 

1.  一度ざっと読んでください。 
 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

父を奪った海で人の命を助ける 
 

「自分のいまいちばんの目標は、海上保安庁の潜水士になって、特殊救難隊

として人命を助ける最前線で働くことです」と話すのは、石巻市の高校3年

生（取材当時）、柳井正人さん（仮名）だ。 

 

正人さんの家族は、母と中学生の弟、そして大きなむく犬と猫が3匹。自宅

は無事だったが、海岸近くで働いていた父を津波で失った。父の利彦さん

（仮名）が遺体で見つかったのは、震災から10日後のことだった。母の直美

さん（仮名）は振り返る。「主人の棺が家に戻り、親せきの方々が皆さん引

き払って家族だけになったとき、初めて正人は棺の前で声を上げて泣きまし

た。そして遺体の前で誓ったんです。必ず自分の力で道を切り拓くと。それ

以来、私は正人が泣くのを見たことがありません」。 

 

以来、正人さんは7月の引退まで野球部の活動に打ち込み、それからは9月末

の試験に向け、夏休み返上で毎日10時間以上の猛勉強を続けた。そのかいあ

って、難関だった海上保安学校の入試に合格。通知を受けたとき、直美さん

は位牌を抱きしめてうれし涙を流したという。 

 

父の命を奪った海を仕事の場として選んだことについて、正人さんはこう語

ってくれた。「父を海で失ったからこそ、この仕事を選んだんです。自分と

同じような思いをする人をもう出したくない。そういう人を、限りなくゼロ

に近づけたい。だからこそ海で働きたい。俺はそういう考えです」。 

 

正人さんは、震災遺児・孤児を対象としたMUFG・ユネスコ協会 東日本大震災

復興育英基金の奨学金を受給している。奨学金は、新しい学校での教科書代

などに使われる予定だ。春からは親元を離れて寮生活となる。家は少し寂し

くなるが、正人さんが踏み出した一歩は、ともに大きな喪失を乗り越えてき

た母の心にも、希望の明かりを灯すに違いない。 

 

出典：2012年4月 ユネスコ協会連盟「復興を担う子ども達のためにいつまで

も震災を忘れない」－特集 被災地の子ども達は
http://www.unesco.or.jp/kikanshi/pdf/kikanshi/2012_4.pdf 

 

http://www.unesco.or.jp/kikanshi/pdf/kikanshi/2012_4.pdf
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1.1. それぞれの段落に当てはまるトピックを次から選びましょう。 
 

a．受けている奨学金とその使い方  d．柳井正人さんの今の目標 

b．どうして海で働きたいか     e．正人さんの家族と、父の死 

c．海上保安学校に受かるまで 

 

 段落1（  ） 段落2（  ） 段落3（  ） 段落4（  ） 段落5（  ） 
 

1.2. 本文には直接引用文（「 」であらわされているところ）が3つあります。「」

を見つけ、それぞれに線を引きましょう 

 

1.3. 「」は誰が言ったことですか。次から選んでください。また、それがわかる

部分を本文中に線を引いてください。答えは「  」の外にあります。 

 

一つ目（段落1)：________ 二つ目（段落2)：________ 三つ目（段落4) _________ 

 

a．正人さん    b．正人さんのお母さん    c．正人さんのお父さん 

d. 正人さんの弟 
 

2. 今度はもう一度くわしく読んでいきます。 

2.1.  段落1を読んで次の質問に答えましょう。 

2.1.1. 「自分」とありますが、これは誰のことでしょうか。この人は何年生で出身

はどこでしょうか。 

 

  誰：______________________   何年生：___________  出身：________ 

 

2.1.2. 正人さんは何になりたいと言っていますか。 

 
 

2.1.3. 潜水士になって何をしたいと思っていますか。 

 

 

2. 2.  段落2を読んで、次の質問に答えましょう。 

2.2.1.  正人さんは何人家族でしたか。ペットは何匹いますか。 

 

 

 

2.2.2.  震災があった時、正人さんのお父さんはどこにいましたか。どうしてお父さ

んは亡くなったのでしょうか。 
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2.2.3. 「親せきの方々が…引き払
はら

って」とありますが、どういう意味でしょうか。次

から選んでください。 

a.  親せきが棺を持って帰って 

b.  親戚がみんな帰っていって 

c.  親戚が正人さんを引っぱって 

d.  親戚が正人さんにお金をはらって 

 

2.2.4.「声を上げて泣いた」とありますが、どのように泣いたということでしょうか。

漢字から意味を推測して、別の日本語で説明してください。 

 

 

 

2.2.5.  正人さんがお父さんの遺体の前で誓ったことは何ですか。次から選んでくださ

い。 

a.  車が通れるように家の前に道を作る。 

b.  家の前の草がたくさん生
は

えているので、それを切り取る。 

c.  自分のやりたいことに向かって進んでいく。 

d.  新しい道を作るような工事をする仕事をさがす。 

 

2.2.6. 「私」とありますが、これは誰でしょうか。 

 

 

2.2.7. 「親せきの方々が皆さん引き払って家族だけになったとき、初めて正人は棺

の前で声を上げて泣きました」とありますが、正人さんが家族だけになるま

で泣かなかったのはなぜだと思いますか。 

 

 

 

 

2.2.8. 「それ以来…泣くのを見たことがありません」とありますが、これは、正人

さんのどういう気持ちや決意を表していると思いますか。グループで話し合

ってください。 

 

 

2.3.  段落3を読んで次の質問に答えてください。 

2.3.1.  正人さんが海上保安学校に合格するまでのタイムラインを下に書き込んでく

ださい。 

 

 

  
 

地震の後～7月 8月～9月末  

入試に合格   
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2.3.2. 「そのかいあって」とありますが、これはどういうことでしょうか。次から

選んでください。 

a．たくさん勉強をしたから、その結果
け っ か

 

b．野球部でがんばっていたから、その結果 

c．海上保安学校は難関だったから、その結果 

 

2.3.3. 「うれし涙」を流したとありますが、それはどんな涙でしょうか。どうして

「うれし涙」を流したのだと思いますか。 
 

 

2.4.  段落4を読んで次の質問に答えてください。 

2.4.1. 「この仕事」とは、どの仕事ですか。 

 

 

2.4.2. 「自分と同じような思い」とはどのような思いでしょうか。 

 

 

2.4.3. 「そういう人」とはどの人ですか。次から選んでください。 

a．自分と同じような思いをする人   b．海で仕事をする人 

c．海上保安学校に行く人 

 

2.4.4.  正人さんはなぜ海上保安庁の仕事を選んだのでしょうか。簡単に説明してく

ださい。 

 

 

 

2.5.  段落5を読んで、次の質問に答えてください。 

2.5.1.  正人さんがもらっている奨学金はどこからのものですか。 
 

 

 

2.5.2.  奨学金をどのように使う予定ですか。 
 

 

 

 

2.5.3. 「大きな喪失」とありますが、何を失ったのでしょうか。 
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2.5.4.「希望の明かりを灯すに違いない」とはどういうことでしょうか。次から選ん

でください。 

a．奨学金が入ってくるので、電気代が払えるようになり、家が明るくなるはず

だ。 

b．電気がついて明るくなるので、気持ちも明るくなるはずだ。 

c．正人さんが自分の夢に向かって歩み始めたので、状況が少しずつよくなって

いくという希望が持てるはずだ。 
 

2.5.5. この段落から、奨学金が震災遺児にどのような役割を果たしていることがわ

かりますか。 

 

 

 

2.6. 「正人さんの夢」の段落 1から 5までをもう一度読んでください。 

2.6.1.  読み物に出てくる柳井正人さんには夢がありますか。  

 

 

 

 

 

2.6.2. いつ、どうしてその夢を持ち始めましたか。 

 

 

 

 

 

2.6.3.  その夢のためには何をしなければなりませんか。何が必要でしょうか。 

 

 

 

 

 

2.7. パート2の「読む前に」で答えた質問にもどって、上の3つの質問の答えと比

べてみてください。パート2の1 (1.4.と1.5.) を読む前と読んだ後では答は同じ

ですか、違いますか。違う場合、どのように違いますか。 
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3.  言語学習 

3.1.  語彙／漢字  

 次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使った文を

探して書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。 

 

読みがな 文（読み物からの例） 

  

 目標 

 

 

 人命 

 

 

 誓う 

 

 

 対象 

 

 

 灯す 

 

 

 引退 

 

 

 猛勉強 

 

  

 難関 

 

 

 通知（する） 
 

 

 受給（する）   

 

 

 喪失（する） 

 

 

 希望 
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3.2.  表現  

3.2.1.  次の表現に続く文を  から選びましょう。 

1) 先月から毎日 30分走っている。（   ） 

2) 5年前から日本語を勉強している。（   ） 

3) テストのために毎日 5時間勉強した。（   ） 

 

 a. そのかいあって、体重が 5キロもへった。 

 b. そのかいあって、成績は Aがとれた。 

 c. そのかいあって、日本人の友達と日本語で話せるようになった。 

 

3.2.2. 「そのかいあって」を使って、文を 2つ作りましょう。 

 ・ 

 ・ 

3.2.3. 次の二つの文（aと b）は何が違いますか。説明してください。 

 

1) 

a. 今年は日本に行きます。 

b. 今年こそは日本に行きます。 

 

2) 

a. 父を海で失ったから、この仕事を選んだ。 

b. 父を海で失ったからこそ、この仕事を選んだ。 

 

 

3.2.4. 「こそ」を使うことで「こそ」の前の部分を強調（emphasize）することができ

ます。3.2.3.で強調されている部分に線を引いてください。 

 

 

 

3.2.5. 次の文を「こそ」を使った文に書き直してください。（下線部が強調したい

部分です） 

 a.今日は 5時間勉強しよう。 

    

 →________________________________________ 

  

 b. あの時がんばったから今の成功がある。 

  

 →________________________________________ 
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III. 読んだ後で 

 

夢を持つということは子どもにとって大切だと思いますか。それはどうしてです

か。また、被災した子どもが夢を持つことは、その子ども達のこれからにどのよ

うな影響を与えると思いますか。グループで考え、出てきた意見をクラスで話し

合いましょう。それから、それをもとに自分の意見を 400-600字で書いてくださ

い。（宿題） 

 

 

パート 3 子ども達の声を復興に（日本）/プラン・ジャパン 

 

I. 見る前に 

 

1.  パート 3ではまず、2004年にインドネシアのスマトラ島で起きた大地震につい

て見ます。この地震では東日本大震災と同じように津波の被害を受けました。 

1.1.     このスマトラ島大地震とよばれる地震について次のことを調べてきてくだ

さい。日本語でも英語でもいいです。（宿題） 

a. スマトラ島大地震があったのはいつですか。 

b. 地震の大きさはどのくらいでしたか。（マグニチュードや震度など） 

c. どの国でどのような被害がありましたか。 

d. 犠牲者はどのくらいいましたか。  

e. この地震に関して、どのような写真が見つかりましたか。 

 

参考 URL: 

日本語 
http://www.bo-sai.co.jp/sumatrathunami.htm 

https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/bousai/saigai/2005/44.pdf 

http://www5d.biglobe.ne.jp/~kabataf/sumatra_jisin.htm 

英語 
https://www.dosomething.org/tipsandtools/11-facts-about-2004-indian-ocean-tsunami# 

http://www.sheppardsoftware.com/Asiaweb/factfile/Unique-facts-Asia17.htm 

http://www.tsunami2004.net/tsunami-2004-facts/ 

 

1.2.  宿題で調べてきた写真や情報を見せ合い、どんな大地震だったか、どんな被

害があったかなどを話し合いましょう。 
 

 

 

2.  2004年のスマトラ島大地震から 5年後、自分のコミュニティーをよくするため

に被害を受けたインドの子ども達が立ち上がりました。次の 6枚の写真は子ども

達が中心になって行ったプロジェクトの様子です。 

http://www.bo-sai.co.jp/sumatrathunami.htm
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/bousai/saigai/2005/44.pdf
http://www5d.biglobe.ne.jp/~kabataf/sumatra_jisin.htm
https://www.dosomething.org/tipsandtools/11-facts-about-2004-indian-ocean-tsunami
http://www.sheppardsoftware.com/Asiaweb/factfile/Unique-facts-Asia17.htm
http://www.tsunami2004.net/tsunami-2004-facts/
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2.1.  下の(1)と(2)の写真では子ども達は何をしているでしょうか。次から一番適切

なものを選んでください。 
 

 

  (1)（  ）     (2) （  ） 

a．町の人にインタビューし、今何が必要か、問題になっているかを調べている。 

b．がれきをのぞいたり掃除をしたりして町をきれいにしている。 

c．町の人達が新鮮な水をもらったり、病院で見てもらったり、食べ物をもらっ

たりできるように支援をしている。 

(1) 

   

(2)   

   
出典：プラン・ジャパンのボランティア・寄付で発展途上国の子どもに支援を。 
http://www.plan-japan.org/ 

「スマトラ沖地震・津波から 5年～子ども達の Picture for Life～」 

http://www.plan-japan.org/topics/world/091221.html 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.plan-japan.org/
http://www.plan-japan.org/topics/world/091221.html
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2.2.  Picture for Lifeという子ども達のプロジェクトがあります。そのトレーニング

の Day1から Day 18-20までの写真が次の図にあります。この中で大人がイニシ

アチブをとっている部分はどこだと思いますか。次の写真と説明（英語、日本語どちら

でもいいです）を見て考えてください。また、ほかにどのような部分で大人が手伝って

いると思いますか。 

 

 
1日目 「子どもの権利」の講習 

2～3日目 平等・協調性のある社会とは、地域開発 

4～6日目 最も困難な状況におかれている人々、格差を克服する方法 

（4～12日目） （写真撮影） 

7～11日目 住民調査の準備 

12～13日目 調査演習 

14～18日目 調査 

17～19日目 調査結果のまとめ 

18～20日目 結果発表 
 

2.3.  2.2で答えた部分では、なぜ大人の助けが必要なのでしょうか。 

 

 

 
 

2.4. 大人が手伝ってはいますが、このプロジェクトで中心になっているのは子ど

も達です。 大人が中心となってこのようなプロジェクトをすることと、子ど

もが中心となってすることでは何がどのように違うでしょうか。 
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2.5.    子ども達にとってこのようなプロジェクトをすることは大切だと思いますか。

それはどうしてですか。子ども達はこのプロジェクトをすることでどのよう

なことを学んでいるでしょうか。 

 

 

 

2.6.  このプロジェクトは被災した子ども達が中心になっていますが、プロジェク

トの前と後では子ども達に変化があると思いますか。あるとすれば、それは

どのような変化だと思いますか。 
 

 

 

 

2.7.  2011年 3月 11日には日本の東北でも同じように大きな地震が起こりました。

被害を受けた日本の東北の子ども達もインドの子ども達がしたようなプロジ

ェクトができると思いますか。 

 

 

 

 

3.   次に、東日本大震災で被災した子ども達が中心となっている活動を見てみましょ

う。  

3.1.  この活動はプラン・ジャパンという団体が中心になって行っています。次の

ウェブサイト（http://www.plan-japan.org/about/development.html）を見て、プラ

ン・ジャパンというのはどのような団体か話し合いましょう。英語のページ

もあるので、英語で見てもいいです。 
 

 

 

3.2.  日本でのプロジェクトは宮城県の「石巻
いしのまき

市」「女川
おながわ

町」「七
しち

ヶ
が

浜町
はままち

」（の学

校で行われました。下の地図の中で、宮城県をさがして○をつけてください。

そして、宮城県の中ので、「石巻市」「女川町」「七ヶ浜町」を探して○を

付けてください。 

http://www.plan-japan.org/about/development.html
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4.  これからビデオを見ますが、まずその中で使われている言葉を見てみましょう。 

4.1.  それぞれの例文を読んで、下線部の意味を□の中から選び、読み方を（  ）

から選んで書きましょう。 

  

 1). 意味［    ］読み方［    ］ 

   プロジェクトを実施する。  

  新しいプログラムを実施する。 

  テストを実施する。 

 

 2). 意味［    ］読み方［    ］ 

   新しい方法を提案する。 

   おもしろい企画
き か く

を提案する。 

   豊かな生活を提案する。 

 

  

 3) 意味［    ］読み方［    ］ 

   自分の考えを社会に反映させる。 

   顔に気持ちが反映されている。  

 

 4) 意味［    ］読み方［    ］ 

   行事に参加する。 

   イベントに参加する。 

   議会（Assembly）に参加する。 

 

    

a. アイディアや意見を出すこと 

 

b. あることが他のところに影響

して現れること 

 

c. 何かの集まりやイベントに加

わって一緒に何かすること 

 

d. 何か計画したことを実際
じっさい

に行

うこと 

 はんえい、ていあん、さんか、じっし 
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4.2.次の言葉の読み方と意味を線でつないでください。 
 

a.    節電・ 

b. 関心・ 

c. 課題・ 

d. 権利・ 

e. 環境・ 

f. 復興・ 

g. 視点・ 

・かんしん  ・ 

・せつでん  ・  

・してん   ・ 

・かんきょう・ 

   ・かだい   ・ 

・ふっこう  ・ 

・けんり    ・ 

 

・電気をむだに使わないこと 

・解決
かいけつ

するべき問題 

・いったんダメになったものが、また元に

もどること 

・興味
きょうみ

があること 

・まわりの状態 

・何かを自分の意志
い し

で自由にしたり、他の

人に要
よう

求
きゅう

したりできること 

・物事のある一つの見方 

   

4.3. 次の文を読んで、それぞれの下線部の意味を選んでください。 
  

  1) 子ども中心の活動は子どもの成長のために意義があることだ。 

  a. 価値
か ち

がある b.問題がある  c.意味がわかる 

  

 2)  未来を担
にな

う子ども達に頑張ってもらいたい。 

  a.未来が見えていない  b.未来を引き受ける c.未来から来た 

 

  3) 子どもの意見にも耳をかたむける必要がある。 

  a. 聞かないようにする  b.聞こうとする  c.耳をそうじする 

 

  4)  町長は毎回議会(assembly)で答弁
とうべん

に臨
のぞ

まなければならない。 

  a.説明したり質問に答えたりする b.お弁当をたのむ  c.答えを説明してもらう 

 

  5) 子どもは大人が見落としがちなこともよく見ている。 

  a. 物を落とすことが多い b.よく見えることが多い c.見えていないことが多い 

 

5.  これから見るビデオのタイトルに「子ども達の声を復興に」とありますが、これにつ

いて次の質問に答えましょう。 

5.1.  子ども達の声とはどういうことだと思いますか。次から選んでください。 
 

a. 震災で被災して泣いている子ども達の声 

b. 被災地を立て直そうとする子ども達の意見 

c.  震災で親が見つからないため、見つけようと親を呼んでいる子どもたちの声 

d.  震災孤児をどのように支援するかについての子どもたちの意見 
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5.2.  「子ども達の声を復興に」の後に続く言葉は何だと思いますか。 

 

 

II. 見てみよう  

 

ここでは子ども達によるプロジェクトがどのように行われたかについてのビデオを見ます。 

1.   以下の質問を読んでから、次のビデオを途中で止めないで一通り見てください。 
 

  子ども達の声を復興に（日本）/プラン・ジャパン 
  http://www.youtube.com/watch?v=kBCLnY4EMx0 

 

1.1.  ここに出てくる (最初の「未来を写そう」プロジェクトに関わっている) 団体は

何という団体ですか。 

 

 

1.2. このビデオで紹介されているプロジェクトで中心となって活動しているのは誰で

すか。 

 

 

1.3. ここでは、震災後行われたプラン・ジャパンによる活動と、震災以前から実施さ

れている子ども中心の活動が紹介されました。この 2つの活動の名前を書いてく

ださい。 

 

     

  

 

2.  ビデオ（00:26～00:58）を見て次の質問に答えてください。分からなければ、何度見

てもかまいません。 

 

2.1.  これらは何の写真でしょうか。 
 

 

2.2.  ビデオ（00:37～00:58）のスクリーンの下の方に 4つの言葉が出てきます。その言

葉は次の表にあります。それぞれがどういう支援かを漢字と映像
えいぞう

をヒントに簡単

な日本語で説明を書いてください。 
 

物資の配布 子どものための 

スペース設置 

心のケア支援 学用品の支援 

 

 

 

   

http://www.youtube.com/watch?v=kBCLnY4EMx0
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3.  ビデオ(01:23～05:48)を見て、次の質問に答えてください。 

3.1.  このプロジェクトの名前は何ですか。 

 

 

3.2.  何を使ってどんなことをするプロジェクトですか。 

 

 

3.3.  どうしてこのようなプロジェクトをするのでしょうか。(01:11～01:49) を聞き取

り、（ ）の中の適切な言葉を選んだり、適切な言葉を書き入れたりして、次の

文章を完成させてください。どうしても聞き取れなければスクリプトを見てもか

まいません。 
 

  

  子ども達の（家・権利・声 ）を守るためには、子ども達自身が（社会・会社・

会議
ぎ

 ）に参加し、（ 手・足・声 ）をあげ、大人が受け入れる環境から整え

る必要があります。今回、プランジャパンが宮城県の 3市町村で実施した活動が

（        ）プロジェクト。子ども達が自分の暮らす地域の未来を思い

描き、（   ）や（    ）で発信することで、子ども達自身が（手・足・

声 ）をあげる力をつけ、大人が見落としがちな視点に気づかせてくれます。 

  

3.4. この教室には子ども以外にどんな人がいますか。その人は何をしていますか。 
 

 

3.5. この学校の子ども達が使っているのは何ですか。教室でそれを使って何をしてい

ますか。 

 

 

3.6.  (03:13～04:25) 子ども達が外で何かしています。何をしていますか。それはうま

くいっていますか。 

 

 

3.7.  (3:45) ここに出てきているメガネをかけた女の子は「なかなか難しいです」、

「心がおれそうです」と言っています。何が難しいのでしょうか。また、「心が

おれそう」とはどういうことだと思いますか。 

    ヒント：えんぴつが折
お

れる  
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3.8. 最初は協力者が見つかりませんでしたが、しばらくすると、少しずつ協力者が出

てきました。みなさんだったら、インタビューに協力すると思いますか。それは

どうしてですか。 

 

 

 

3.9. このプロジェクトの全体の流れを図にしてください。 

 

 
 

4.  ビデオ(6:10～7:20)を見て、次の質問に答えてください。 

4.1.  七ヶ浜町のユニークな取り組みの名前は何ですか。 

 

 

4.2.  この議会に参加しているのは誰ですか。〇を付けてください。 

  a. 小学生 b.町長  c.先生  d.子ども達の親  e. 議員 f.中学生  g.大学生 

 

4.3.  子ども達は何をしていますか。それに対して大人は何をしていますか。 

 

 

5.   (07:20～08:50) を見て、次の質問に答えてください。 

5.1.  このビデオで、ゆめ議会の前後に子ども達は何をしていますか。 

  

  ゆめ議会の前： 

 

  ゆめ議会の後： 

企画 

/準備 

• クラスで意見を出し合う。 

撮影 
 

編集 
 

発表  
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5.2.  (08:20～08:50)を見てください。子ども達は教室で何をしていますか。 

 

 

5.3.  次の文は、(08:52～09:20)で中学生がゆめ議会がどうして大切なのか話している部

分のまとめです。（  ）に言葉を入れて、次の文を完成させましょう。 
 

「ふるさと子どもゆめ議会」は（     ）が（          ） 

ことができるチャンスなので、大切だ。 

 

5.4.  なぜ、「未来を写そう！」プロジェクトや「子どもふるさとゆめ議会」などの子

ども中心のプロジェクトをするのでしょうか。また、これは大人中心のプロジェ

クトと何が違うのでしょうか。パートナーと話し合ってください。 

 

 

 

5.5.  これらのプロジェクトは子どもを支援する一つの方法として行われています。こ

のことから、子どもが立ち上がるためにはどのような支援が必要だということが

わかりますか。 

 

 

 

6.  言語学習 

6.1. 語彙/漢字  

6.1.1.  次の漢字に読みがなをつけてください。そして、「見る前に」の 3.1.で使われてい

る文の中から、それぞれの言葉が使われているものを探して書いてください。指

示された漢字は書き方も覚えてください。 

読みがな 文（「見る前に」の 3.1.からの例） 

 

実施（する） 

 

  

提案（する） 

 

 

反映 

（する/される/させる） 

 

 

参加（する） 
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6.1.2.  次の（ ）に入る言葉を□から選び、文を完成させてください。わからない人は

4.2.を見てもいいです。 

 a. どのようなエネルギーを使っていくかがこれからの（    ）だ。 

 b. （    ）するためにはこまめに電気を消すことが大切だ。 

 c. プラン・ジャパンは子どもの（   ）が守られるように活動している。 

 d. 電気自動車は排気ガスが出ないので、（    ）にやさしい。 

 e. 東北地方が（   ）するにはまだまだ時間がかかる。 

 f. 時には子どもの（    ）から物を見ることも大切だ。 

 g. 福島の原発問題がおきてから、原子力発電への（    ）が高まった。 

権利  視点  復興  関心  環境  節電  課題 

6.2.  表現 

6.2.1.  （   ）に当てはまる表現を□から選んでください。 

a.（      ）子ども達は新しい世界を作り上げる発想と力にあふれています。 

b. 子ども達自身が声を上げる力をつけ、大人が（      ）な視点に気づかせ

てくれます。 

c. 10年後の復興を考える今こそ、子どもが中心となって町の将来を考えるゆめ議会

は（       ）。 

d. 町長はいつもの議会と同じように（         ）。 

e. その声に（         ）のは地域復興の近道にもなるはずです。 

耳をかたむける  未来を担
にな

う  答弁
とうべん

に臨
のぞ

む  意義
い ぎ

がある  見落
お

としがち 
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III. 見た後で 

 

1.  話し合いましょう 

1.1.  このプロジェクトを子どもが中心になってするためにはどのような支援が必要で

すか。子どもだけでできることと、大人の助けが必要なことを話し合ってリスト

を作ってください。 

 

  

1.2.  子ども達が中心となってするプロジェクトによって、子ども達は何ができるよう

になると思いますか。 

 

最後に 

 

1.  このユニットの中に出てきた色々な支援をリストし、3つのカテゴリーに分けてくだ

さい。また、それぞれの支援が子どもたちが立ち上がる時、どうして大切かを 2,3人

のグループで話し合ってください。そして次の表をうめてください。 

 

支援のカテゴリー それぞれのカテゴリーに入

る支援 

どうして大切か 

1 経済的な支援 あしなが基金からの奨学金 

一時金など 

夢をかなえるために教育を

受ける資金になるから 

 

 
2  

 

 

3  

 

 

 

 

2.  子ども達は震災によって、どのような影響を受けましたか。子ども達の心情は震災

を受けたすぐ後から変化していくと思いますか。何をきっかけにどのように変わっ

ていくでしょうか。また、子ども達が将来立ち上がり強く生きていくためには何が

必要だと思いますか。3、4人のグループで話し合いましょう。 

子どもだけでできること 大人の助けが必要なこと 
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3.  今までの読み物やビデオで、震災で被災した子ども達は、経済／物／心の面で、い

ろいろな支援を受けていることが分かりました。みなさんは、子ども達にはどんな

支援が大切だと思いますか。それは、どうしてですか。特に大切な支援は、どんな

ことだと思いますか。「最後に」の 1.も参考にして自分の意見を 600 字くらいで書

き、クラスで発表してください。 

 

4. （Optional Project）みなさんが、震災で被害を受けた子ども達の支援
し え ん

（サポート）を

したいと思った時、どのようなことができると思いますか。2.で話し合ったグループ

のメンバーと、2.と 3.で考えたことを元にアイディアを出し合い、次のステップでプ

ロジェクトを進めましょう。  

 Step 1: 河北
か ほ く

新報「今できることプロジェクト」を読む 
    http://www.kahoku.co.jp/imadeki/contribution.html 
  このウェブサイトには、色々な人達が、東北の人達やコミュニティを支援す  

  るためのアイデアを投稿しています。では、いくつかの投稿を読んでみましょう。 

 

 Step 2: 読んだ後、次の表に情報を書きましょう。 

発表者／ 

グループ 

誰が どこで 何をしているか／ 

何がしたいか 

目的 

   

 

  

   

 

  

   

 

  

 

 

    

 

 Step 3:クラスメイトの発表を聞きながら、自分にできそうな活動を上の表に書き 

  加えましょう。 

 

 Step 4: 発表の後、メモを見ながら自分にできそうな活動についてグループで話し 

  合いましょう。また、発表されたこと以外にどのようなことができるかも考 

  えましょう。 

 

 Step 5:自分は何がしたいか、何ができそうか、書きましょう。（ペアワークでもい 

     いです。）書き方は、上のウェブサイトにあった書き方をサンプルにしてく 

  ださい。クラスメイトや教師からもフィードバックをもらい、それをもとに 

  書き直しましょう。 

 

http://www.kahoku.co.jp/imadeki/contribution.html
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 Step 6:自分は何がしたいか、何ができそうかなど、クラスで発表しましょう。そし 

  てお互いにコメントをし合いましょう。 

 

 Step 7:河北新報「今できることプロジェクト」に投稿します。     
   http://www.kahoku.co.jp/imadeki/about.html 
 

 Step 8:クラスメイトが「今できることプロジェクト」に投稿したものを読んで、グ 

  ループで話し合います。 

 

http://www.kahoku.co.jp/imadeki/about.html

